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 皆さんのわんちゃんは全身を触らせてくれますか？全身を触

る事により、わんちゃんの体の異変に早く気がついてあげる事が

できます。ただ触る場所によっては嫌がるわんちゃんもいるは

ず。そんな時役に立つのが「ごほうび」です。 

 ごほうびって何？ 
    「ごほうび」とはわんちゃんにとっての“喜び”です。一般的には食べ物やおもちゃ 

   ですが触る事や遊ぶ事も立派なごほうびになります。人それぞれ得意、不得意があるよ 

   うに同じ環境で育っても“喜び”は様々です。例えば麻薬犬などは引っ張り合いゲーム 

   をごほうびとして使っているようです。ごほうびをうまく使う事で苦手な事を克服した 

   り、コミュニケーションをより深める事ができるでしょう。 

 うちのわんちゃんのごほうびって何だろう？ 
    わんちゃんのごほうびとなるものを知っておきましょう。食べ物をごほうびにするの 

   ならフードが原則です。また食物アレルギーがあるわんちゃんには与えるものを厳選す 

   る必要があります。いくら喜ぶものでも体への負担があっては良くありません。アレル 

   ギーがあるわんちゃんや食べ物に興味がないわんちゃんにはおもちゃを使うとよいで 

   しょう。わんちゃんにとってどんな事がごほうびになるのかを見つけましょう。 

家庭でできるデイリーチェック家庭でできるデイリーチェック  

ごほうびを使ってやってみよう！ごほうびを使ってやってみよう！ 
   実際にごほうびを使ってやってみましょう。 

  頭のてっぺんから尾の方へと上から順番に触っていきます。まずは短時間から始め、 

  嫌がるようなら休憩しましょう。無理に続けるとわんちゃんのストレスになり、触ら 

  れる事は嫌な事と認識してしまうので要注意です。 

☆ポイント☆☆ポイント☆☆ポイント☆   
   その①その①その①   「ごほうび」は必ずわんちゃんに触っている時だけに与え、触っていない時は「ごほうび」は必ずわんちゃんに触っている時だけに与え、触っていない時は「ごほうび」は必ずわんちゃんに触っている時だけに与え、触っていない時は   

                  与えないようにしてください。与えないようにしてください。与えないようにしてください。   
                  ＊わんちゃんは条件づけて物事を学習していくので、中途半端にしてしまうと、＊わんちゃんは条件づけて物事を学習していくので、中途半端にしてしまうと、＊わんちゃんは条件づけて物事を学習していくので、中途半端にしてしまうと、   

                        混乱してしまいます。混乱してしまいます。混乱してしまいます。   

   その②その②その②   「ごほうび」はわんちゃんに与えたままにならないように、飼主さんが「ごほうび」はわんちゃんに与えたままにならないように、飼主さんが「ごほうび」はわんちゃんに与えたままにならないように、飼主さんが   

                  持っていてください。持っていてください。持っていてください。   
                  ＊「ごほうび」は飼主さんからもらえる物だと認識させる事が大切です。＊「ごほうび」は飼主さんからもらえる物だと認識させる事が大切です。＊「ごほうび」は飼主さんからもらえる物だと認識させる事が大切です。      
   その③その③その③   「ごほうび」は少しずつ褒める言葉と同時に与えてください。「ごほうび」は少しずつ褒める言葉と同時に与えてください。「ごほうび」は少しずつ褒める言葉と同時に与えてください。   
                     ＊「ごほうび」でお腹がいっぱいになってしまっては集中力も長続きしません。＊「ごほうび」でお腹がいっぱいになってしまっては集中力も長続きしません。＊「ごほうび」でお腹がいっぱいになってしまっては集中力も長続きしません。   

                           ごほうびは小さくても「もらえる事＝喜び」なので少しずつあげましょう。ごほうびは小さくても「もらえる事＝喜び」なので少しずつあげましょう。ごほうびは小さくても「もらえる事＝喜び」なので少しずつあげましょう。   

                           また褒める言葉と同時にごほうびを与える事で言葉だけでも満足するようまた褒める言葉と同時にごほうびを与える事で言葉だけでも満足するようまた褒める言葉と同時にごほうびを与える事で言葉だけでも満足するよう   

                           になり、徐々にごほうびがなくてもできるようになるでしょう。になり、徐々にごほうびがなくてもできるようになるでしょう。になり、徐々にごほうびがなくてもできるようになるでしょう。   




